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担当者のみなさま、経済産業省の「ＩＴ人材需給に関する調査」によると、

２０３０年に向けて、ＩＴ人材は最大で約７９万人も不足すると予測されております。

少子高齢化による人口減少、デジタル人材の育成・確保、

エンジニアの賃金上昇などは考慮していますか？

地方中小企業にとってＤＸ推進やシステム開発は依然として大きな課題です。

「ＩＴ？ＤＸ？ＡＩ？なにからはじめるの…」

「システムエンジニアがいない…」

「そもそもデジタル関連の組織がない…」

それ全て、まるなげしてみませんか？

PROLOGUE IT業界の救世主



Q&A オフショア業界の不安あるある（１）



Q&A オフショア業界の不安あるある（２）



AI

×
エンジニア

「システム開発の生成ＡＩ適用」と聞いて、みなさんはどのような利用を想像するでしょう。実装作業の利用を想像される方

も多いかと思いますが、上流の要件定義から下流のテスト作業、プロジェクト管理やシステム運用まで、工程全般へのＡＩ活

用が始まっています。私たちは、すべてのエンジニアにＡＩ検定を実施します。まさに、『ヒーロー養成所』のようなイメー

ジです。

私たちにおいても、様々な工程でＡＩ活用を行っているからです。特に設計作業や実装作業、プロジェクト管理領域での適用

が増加しており、実装作業ではソースコード生成や後継バージョンへのマイグレーション、プロジェクト管理領域では品質分

析の補助やチケット管理ツールと組合せたバグ記録補助、設計作業ではソースコードからの設計情報の復元（リバースエンジ

ニアリング）などの適用にも利用できます。

CHARACTER JV-ITの特徴



＜キックオフミーティング＞

目的
・プロジェクトの実施理由、背景、ゴールを決定する

ステークホルダーの役割と体制
・関係各所との役割分担および組織構成を体制図にまとめる

目標と評価指標
・明確な目標設定と達成状況を測るためのＫＰＩを定める

スコープと予算
・プロジェクトの対象範囲（やること・やらないこと）とそれに必要な金額を算出する

マスタースケジュール
・プロジェクト全体の時間軸、主な工程のガントチャートなどをつくる

マイルストーンと成果物
・計画的な導線とそれに応じて納品するドキュメント、システム、サービス等を確認する

会議要件とコミュニケーション計画
・定例会議の構成、頻度、報告ルート、情報共有の方法（ツールや媒体など）を決める

私たちは、プロジェクトが始まる前に、お客様とメンバーの顔合わせを行います。

この場で足並みを揃えることで、今後の円滑なスケジュール進行が可能になります。

KICK-OFF 始める前に



ご契約後は、速やかにメンバーをアサインし、要件定義から設計、開発後の運用保守まで伴走いたします。

ステークホルダーとの緻密な進捗管理により、計画通りのスムーズな進行を実現します。

ROAD-MAP 全体の流れ



プロジェクトの計画立案から
遂行、完了までを一貫して担
当する

ＰＭ／
プロジェクト全体の責任者

テクニカルチーム／開発に関わる業務を遂行

ソフトウェアの開発からシステムメン
テナンス、クラウドサービスやサーバ
ー等のインフラ管理を行う

機能・結合・システムのテストの実施
管理と品質保証を徹底して行う

QCチーム／品質管理に関わる業務を遂行

各専門担当が設計
とコーディングな
どを行う

エンジニア

ご担当者さま

CM／ITコミュニケーター（日本語・ベトナム語の通訳、翻訳）

リーダー／
チームの統括者

メンバーを管理し、
スムーズに進行さ
せる

CM
チーム

アフターフォロー
もご安心ください

バグや技術的な
質問は私たちに

プロジェクトのこと
なら何でも聞いて

ください

SUPPORT お客様を守るために

他のオフショア開発
は、ここにブリッジSE

がいる。
⇒ 実はボトルネック

になる。



EPISODE こんな場合どうする！？（１）



EPISODE こんな場合どうする！？（２）



株式会社ＪＶｰＩＴホールディングス

東京都新宿区四谷3-11 光徳ビル201

050-3184-0855
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